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主任研究員 阿 部 真 大

ワークフェア国家としての日本

• 日本は雇用と生活保障を結びつける「ワーク
フ ア 国家であるフェア」国家である。

• 「働かざるもの、食うべからず」

• 誰が賃金を得てきたか？

• 主に男が賃金を得ていた。

性 ブ ドウ 性 専業主婦• 男性（ブレッドウィナー）＋女性（専業主婦）か
らなる「近代家族」

• 近代家族＝戦後家族
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超安定社会しての戦後日本

• 働き手① 企業の正社員（新中間層）

• 学校システムと間断なく接続＝新卒一括採用

• 働き手② 自営業、農業（旧中間層）

• 規制による保護

• 働き手①が革新の支持基盤、働き手②が保
守 支持基盤守の支持基盤

• 戦後の55年体制を形成

• 「超安定社会」と戦後日本の繁栄

自営業の没落と公共事業
• 70年代後半以降、大平-中曽根ラインの「新し

い自民党」が規制緩和を押し進める（「新自由
主義」と呼ばれる）。

• 保守と革新の融合

• 自営業の没落と旧中間層の崩壊

• 商店街の崩壊⇒「ファスト風土」化する地域

• 自営業層の没落の受け入れ先としての建設
業

• アメリカからの圧力（前川レポート）と建設業
の隆盛（「土建国家」的性格の強まり）
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戦後社会の終焉

• 小泉構造改革による公共事業費の削減

• 産業構造の転換（第二次産業から第三次産
業へ）

• 政権交代 「コンクリートから人へ」

• 低賃金な対人サービス職と高度な技術職へ
の二極化（「グロ バルシティ」（サッセン））の二極化（「グローバルシティ」（サッセン））

• ブレッドウィナー（男性稼ぎ主）型モデルの崩
壊 ⇒ 戦後社会の終焉

後に戻るか前に進むか？

• 再び、雇用による生活保障

• 「ブレッドウィナー」モデルからはみ出た人々
をいかにして雇用の場に包摂していくか？

• 就職できなかった学生、リストラされたサラリ
ーマン、シングルマザー、年金のない（少ない
）高齢者 経営破たんした自営業主・・・・・・な）高齢者、経営破たんした自営業主・・・・・・な
どなど

• 再び「土建国家」的バラマキを続けるか？
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医療・福祉産業の可能性

• ムダは排し、新しい産業に接続していく必要
があるがある

• 急成長する「医療・福祉産業」

• 「医療・福祉産業」は、労働者にとっては自分
の「生活のセーフティネット」、もちろん、利用
者にとっては自分の「生命のセーフティネット」者にとっては自分の「生命のセ フティネット」

• 二重のセーフティネットとなりうる可能性を秘
めている。

生活保護は受けられる？

• 「では、みなさん、ヘルパー２級でもとって介
護の仕事をしてください護の仕事をしてください。」

• 「建設業従事者、商店主、リストラされたサラ
リーマン、年金がなくて働ける高齢者、仕事
がなくなったら介護の仕事をしてください。」

• 実際は・・・・・・無理 では そんな人は生活• 実際は・・・・・・無理。では、そんな人は生活
保護を受けられるか？

• これも無理。
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生活保護を受けるための要件及
び生活保護の内容

「生活保護は世帯単位で行い、世帯員全員
が、その利用し得る資産、能力その他あらゆ
るものを、その最低限度の生活の維持のた
めに活用することが前提でありまた、扶養義
務者の扶養は、生活保護法による保護に優
先します 」先します。」

「能力の活用とは・・・働くことが可能な方は、
その能力に応じて働いてください。」

（厚生労働省のＨＰより抜粋）

なぜ就労支援か？

• 「働け」と言いつつ、働くための準備をさせる
ことも働く場所の整備をすることもしない状態ことも働く場所の整備をすることもしない状態
⇒「仕事はあるのに働けない」人を大量に生
み出す

• 労働供給側へのテコ入れ（就労支援）と労働
需要側へのテコ入れ（労働環境の整備）需要側 のテ 入れ（労働環境の整備）

• 最終的には社会のコストも軽減することにな
る。
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地方分権とは何か？

• 2000年代の前半に小泉内閣のもとで進めら

れた「三位 体の改革 は 強力なリ ダれた「三位一体の改革」は、強力なリーダー
シップのもと、地方分権と財政再建を強力に
推し進めた。

• その推進役であった経済学者の竹中平蔵は
、政界引退後、地方分権について、論じてい、政界引退後、地方分権について、論じてい
る。

かつて社会全体の資源の蓄積度が低いような状況下では

、国が集中的に資源を管理して、それを地方に配分すると
いうやり方に意味がなかったわけではない。しかし、資源蓄
積が進み、資源が十分に行き渡ってくると、集中管理のデメ
リットのほうが目立ってくるようになる 典型的なデメリットはリットのほうが目立ってくるようになる。典型的なデメリットは
、きめ細かな行政サービスができないことである。日本人の
生活水準は上がった。このため一律のサービスではなく、地
域の実情に合わせたもっときめ細かなサービスを求めるよう
になった。それが、地方分権への大きな駆動力になっている
。また、「きめ細かく」という言葉には二つの重要な経済的な
意味がある。一つは、いいサービスを提供するということで意味がある。 つは、いいサ ビスを提供するということで
あり、もう一つは、責任を持って行うということである。この点
で、「地方分権」と「民営化」は相通じるものがある。いずれも
「現場を信じて現場に任せる」ことが原則だからである。現場
を信頼し、責任を持って現場に任せることこそが、地方分権
であり、民営化というものである。（竹中2008:152-153）
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「個人」への強すぎる期待感
• １「新しいサービス」が育っていなかった。

– 日本における「協セクター」への期待の強さ（上野
千鶴子の「協セクター」論とも通じる）千鶴子の 協セクタ 」論とも通じる）

• ２「新しいサービス」を産業政策とどうリンクし
ていくかについてのビジョンがなかった。

• ３「新しいサービス」の中身の詰めが不十分で
あった。

– 介護と医療の関係など

• ４「新しいサービス」の担い手についての議論
の甘さ

– そう簡単に人は切り替わらない

長寿国にっぽん活性化戦略

「三位一体の改革」の批判と乗り越え

１．福祉社会実現のための新しい公共セクター
の構築

２．医療・福祉産業の活性化によるまちづくり戦
略

３ 長寿社会における高齢者の介護 医療シス３．長寿社会における高齢者の介護・医療シス
テムの適正化戦略

４．女性・高齢者の就労支援と家庭支援及び雇
用の創出
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就労支援とは？

• 働くことによる社会への包摂＝ワークフェア

働 働 も う– 働ける人には働いてもらう

– 稼げる人には稼いでもらう

• ⇔生活保障と雇用を切り離す

– 「ベーシックインカム」という考え方

• 現時点では 日本はワ クフェア国家である• 現時点では、日本はワークフェア国家である

– 将来はどうなるか分からないが・・・

四つの橋

• 「教育」とつながる橋

• 「家族・コミュニティ」とつながる橋• 「家族・コミュニティ」とつながる橋

• 「失業」とつながる橋

• 「体とこころの弱まり・障害・加齢」とつながる
橋

• 「この橋を架けるのは 必ずしも地方政府だ• 「この橋を架けるのは、必ずしも地方政府だ
けではなく、ＮＰＯや福祉産業など、民間の多
様な主体が関わることになる。」
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参加保障の拡大
• 「所得保障」から「参加保障」へ

• 『地方分権型の「ほどよい政府」を －21世紀日本
福祉国家と地方政府 』の福祉国家と地方政府－』

– 公共投資の見直し（土建国家型の公共事業からの脱却）
と税源移譲の推進（地方分権化）によって、地域の福祉予
算および福祉産業の育成に資金をより多く振り向けること
ができるようになれば、新しい産業政策によって地域に就
労の機会が広がる（「コンクリートから人へ」）。

地域の人々にその機会を活用し 労働市場およ– 地域の人々にその機会を活用し、労働市場およ
びさまざまな社会活動に参加する条件を提供す
ることが、地域の福祉政策の新しい課題となる。

• ここまでは「三位一体の改革」の路線

• 本研究が担当するのは、まさしくそれらをつな
げる橋をいかにして構築するかという問題で、
つまり、労働力の供給側と需要側の「マッチンまり、労働力の供給側と需要側の ッチン
グ」の問題である。

• 産業基盤が整い（２）、報酬が適正化され（３）
それを担うＮＰＯが育ったとしても（１）、それと
地域住民とをつなぐ橋が壊れていては、シス
テムが潤滑にまわることはないだろうテムが潤滑にまわることはないだろう。

• 「結婚紹介所」のようなもの

– 世の中には恋愛して結婚まで持ち込めるタフな個
人ばかりではない
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高齢者の就労の問題
• 資産をもつ高齢者はそもそも「雇用による社
会への包摂」が必要なのか？

• ボランティア 趣味活動による社会参加でよ• ボランティア、趣味活動による社会参加でよ
いのでは？

• 実際はどうなのか？

• 国民年金の平均支給額：53602円（平成19年
社会保険庁）社会保険庁）

• 高齢者間の格差（老後は「サラリーマン天
国」）

• 生活保障のためにはプラスアルファの就業が
必要

調査結果の紹介 ①
• 長寿社会政策研究所による調査

– 「60歳を過ぎてからも仕事を持ちたいと希望する
人」 76.2％

– 「仕事を持ちたいが、その目処はまだ立っていな
い」と答えた人 36.6％

• 60歳以上になっても働きたいことの理由

– 「現在の生計を維持するため」64 3％「現在の生計を維持するため」64.3％

– 「頭や体がなまるのを防ぎ、健康を維持するため
」50.1％
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調査結果の紹介 ②

– 「老後の生活資金を用意するため」 47.3％

「自分の生きがいのため 39 5％– 「自分の生きがいのため」 39.5％

– 「社会とのつながりを絶やさないため」29.1％

• 経済的な理由と非経済的な理由が入り混じっ
ている。

• 就労希望者 男性で83％ 女性で72 1％• 就労希望者 男性で83％、女性で72.1％

• 仕事の目処が立っていない人 男性で31.1
％、女性で25.2％

調査結果の紹介 ③

• 定年前にあると予想される1950年から1951
年生まれの人年生まれの人

• 男性で42.9％、女性で36.2％

• 「仕事を持ちたいが、その目処はまだ立って
いない」と考えている層が、定年前の男性に
最も多い最も多い。

• これはピンチか？チャンスか？
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ハローワーク（三宮）に行ってみる

• 大量の介護系の求人

• しかし・・・

• 男性ヘルパーの募集はあるのか。ある日のハロー
ワーク（旧職安・都内）を訪ねた。相談窓口の担当者
は声を細めて、「同僚に男性がいない」「ひとりぽっ
ち」「相談相手がいない」。（山口2006:1）

• 「初めて認知症グループホームへ現場実習に出た
代中年男 す 現場はま たく 初体験 利用者40代中年男です。現場はまったくの初体験。利用者

への対応も戸惑ったけど、職員も利用者もほとんど
が女性の、あの独特な雰囲気が想像以上でショッキ
ング････職員はいつもガールズトークで、こちらは放
置プレイ。」（2008/08/14「２ちゃんねる」）

男性の「居場所」の問題

• 一緒にいればそのうちそこが居場所になる？

• 「居場所」の問題に疎い人では、この問題は
解決できない。

• 「寂しさ」＋「恥ずかしさ（手持ちぶさたさ）」が
生み出す「居場所のなさ」の問題

入口の部分での男性労働者の排除• 入口の部分での男性労働者の排除

• いかにすべきか？
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してはいけないこと

• 「居場所の拡張」

• 定年前 管理職にあった男性が会社員のノリ• 定年前、管理職にあった男性が会社員のノリ
でケアの現場にやってきても、地域社会では
やっかいもの扱いされて、気まずくなって辞め
てしまうのがオチ ⇒ ×

• 「過剰適応」

• 主婦的な働き方を真似て同じことをしようと思
っても、最終的にストレスがたまってしまう
⇒ ×

「差異化」戦略

• 「差異化」戦略

• 男の仕事／女の仕事と分けて、男の仕事を男の仕事／女の仕事と分けて、男の仕事を
することで居場所をつくっていく。

• はじめのうち、一時的、部分的にはうまくいく
が、結局どこかで無理を生じかねない。

• 対人サービス業は不定形で、可塑的なもので
あるため、働いている人同士の協力とそのた
めのコミュニケーションが必須となってくるか
ら。

• 「居場所の拡張」の危険性
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「同化」戦略

• 「料理は自信がないが、先輩から教わった」、
「自分は料理を二年間努力してきた」と、現場
で必死に料理を習得しようとする男性ヘルパ
ーの発言（山根2007:100-101）

• 「過剰適応」のストレス

「同化 戦略 も「差異化 戦略 もな 第• 「同化」戦略でも「差異化」戦略でもない、第三
の戦略は？

闘争理論

• Ｇ・ジンメル

事実的に闘争の原因 憎悪と嫉妬 困窮と欲望は• 事実的に闘争の原因、憎悪と嫉妬、困窮と欲望は、
もともと社会を解体させるものである。これらによっ
てはじめて闘争が勃発するとすれば、それはもとも
と相互に分散しようとする二元主義にたいする是正
運動であり、たとえ相手の否定によってであるとして
も 何らかの統一に到達せんとする方法であるも、何らかの統 に到達せんとする方法である。
――それは病気のもっともはげしい症状でさえ実は

しばしば、疾患と傷害からまぬがれようとする有機
体の努力をあらわしているのとほぼ同じである（
Simmel 1923=1994:262）
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さらなる発展
• Ｌ・Ａ・コーザー

• 「一つの集団のなかでの闘争は、しばしば既存の規
範の復活に役立つ。あるいはその闘争が新しい規
範の出現に貢献する。この意味で、社会闘争は新し
い条件に適合した規範を調整するためのメカニズム
である。柔軟性のある社会は、闘争行動が規範を
創ったり修正したりするのに役立つことによって、変
化した条件下でのその社会の存続を保証するので化した条件下でのその社会の存続を保証するので
、闘争から利益を受ける。規範再調整のためのその
ようなメカニズムは、剛いシステムにはほとんど達
成できない。（Coser1956=1978:216、強調は筆者
による）

新しいケア労働のかたち
• ケアの世界にパラフレーズすると、「男の文化」と「
女の文化」がぶつかり合い、刺激を与え合うことで、
現時点での問題点を克服するような新しいケアのあ
り方が見えてくるかもしれない。

• 男性たちは、ヘルパーの活動を女性の家事労働と
も、あるいは家族介護とも異なるような、ある程度の
専門性をもって確立したひとつの「仕事」としてみな
している。その専門性を支えるものとしては、彼らは

パ の活動のなかでの 利用者との間の情緒ヘルパーの活動のなかでの、利用者との間の情緒
的関係の調整、さらには自己の感情のコントロール
を重視している。（樽川2004:195）

• 感情労働としての「専門性」の確保。プロフェッショナ
リズムの導入
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生きがいしごとサポートセンター播
磨東の実践

• マッチング制職業紹介• マッチング制職業紹介

• 生きがいしごとへの起業・就業・ボランティア
の相談、無料職業紹介をします。勤務後の「
こんなはずでは･･･」をなくすため、就業される
方も、就業先も納得した上で勤務できるよう、
マッチング制の職業紹介を行っています。も
ちろん、すべて無料です。

• （生きがいしごとサポートセンター播磨東のＨ
Ｐより抜粋）

ほっといてできるか？

• これまでのケア労働の質の高さ

• 家事労働の延長線上で主婦が担ってきたか
ら（生活協同組合）

• 近代家族の延長線上にある地域社会（「日本
型福祉社会論」）

それが崩壊し 前提がなくなった• それが崩壊し、前提がなくなった。

• 個人個人では荷が重すぎるので、就労支援
の必要性（ほっといては男性は来ない）
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就労支援では解決できない問題

• しかし、聞こえてくる、「きつすぎる」、「働きた
い人なんていない という声い人なんていない」という声

• 高齢者にでもできるような「地域就労」を創出
していく必要がある。

• パートで就労できる環境を残すことは必須で
あるある。

• ケアの仕事を機械化、効率化し、高齢者にも
できる仕事にしていく（介護ロボットの開発）
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女性の就労問題

• 中高年主婦パート ⇒ これまでの地域就労
を中心的に担 てきた存在 就労 の ドを中心的に担ってきた存在。就労へのハード
ルは低い。

• シングルマザー問題、若年女性問題

• パートタイム労働者とフルタイム労働者では
雇用と生活保障の度合いが異なる雇用と生活保障の度合いが異なる。

• 圧倒的な賃金の低さ

• 賃金を高めるための専門性の確立

フルタイム戦略とパートタイム戦略
の対立

• 専門性の確立を急ぐフルタイム労働者と無理
せず働きたいパ トタイム労働者の間の対立せず働きたいパートタイム労働者の間の対立
が生じている。

• 現場レベルで見られる主婦ワーカー（高齢者
ワーカー）とシングルマザーワーカー（若年ワ
ーカー）の間の対立が生じている。カ ）の間の対立が生じている。

• 現場で起きる不幸な対立

• ケア労働を「ふたつに分ける」という発想
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まったり介護とバリバリ介護
• まったりワーカー（パートタイムのワーカー）と
バリバリワーカー（フルタイムのワーカー）の
職務を分離する。

• コミュニケーション行為としてのケアと医療行
為としてのケア

• どちらが欠けても介護の現場は成り立たず。

• 現時点ではその分離がうまくできていないた
め、「高齢者にはできない」、「きつすぎて未来
がない」と思われてしまう。

キャリアラダーの構築

• バリバリワーカーに必要なもの＝明るい未来

• 将来はいい暮らしができる、貧乏な生活から
脱出できるという「希望脱出できるという「希望」

• これがエントリージョブとしての介護労働の魅
力も高める。

• 特に若いワーカーにとって辛いのは、「賃金
の低さ」よりも「未来のなさ」であるの低さ」よりも「未来のなさ」である。

• そのための就労支援も拡充していく必要があ
る。

• 准看護師制度の拡充等
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一対一の支援が大事

• ふたたび就労支援の問題

• 生活保障としての雇用を可能にする就労支
援には色々ある。

• 年金の少ない高齢者、主婦、シングルマザー
、若者、外国人・・・などなど。それは一律に決
まるものではなく 地方によって多様な 一対まるものではなく、地方によって多様な、 対
一の対応が求められる。

• そのための地方分権の推進

就労支援としての家庭支援

• たとえば昼間のど真ん中に開講されている就
労支援講座労支援講座

• 働いているシングルマザーは通える？

• 奥さんのキャリアアップの足を引っ張る夫の
存在

• 家庭支援と就労支援は切っても切り離せない• 家庭支援と就労支援は切っても切り離せない
関係にある。

• これも地域によって様々なバリエーションがあ
る。
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誰が就労支援を担うか？

• 今、就労支援の現場で起こっていることは、
求職者の多様性と流動性の高まりである求職者の多様性と流動性の高まりである。

• 地域のことをよく知る人が、丁寧に、個別にマ
ッチングを考えていく必要がある。

• しかし、地方自治体がサービスに責任をもつ
ことと 直接それをおこなうこととは別問題ことと、直接それをおこなうこととは別問題

• ⇒ ＮＰＯの問題へとつながっていく。

現実には、あらゆる人びとが自らの個性や能力を
活かして、希望する雇用・就労を実現できるとは限
らない状況にある。とくに、被差別地域の居住者、
障害者 母子家庭の母親 外国人 中高年齢者な障害者、母子家庭の母親、外国人、中高年齢者な
どの中には、働く意欲がありながら、年齢や身体的
機能、家族構成、出身地などの要因により、雇用・
就労を阻害されている人々がいる。これらの人々は
、生活に身近なところでの雇用・就労を望んでいる
場合が多い。保健・福祉・教育・生活・労働など、日
常生活を営むうえで継続した社会的な支援を総合
的に、柔軟かつ適切に活用することによって、雇用・
就労を支援することができる。（大谷2008:54）
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ハローワークの限界
• 国がおこなうハローワークではきめ細やかな就労支
援ができない。

• 橋下知事は 「職業訓練は都道府県 仕事のマッチ• 橋下知事は、 「職業訓練は都道府県、仕事のマッチ

ングは労働局と、非常に連携が取れていない。雇用
政策としてはいびつな形」と述べ、労働行政を国か
ら地方に移管することで職を失った人の再就職支援
が的確に展開でき、それが増大する生活保護費の
抑制にもつながると強調したこと、大阪版ハローワ強
ークの実現で「ハローワークの満足度、サービスを（
現状よりも）１．５倍に上げる」と語った。（2010年５
月20日の大阪日日新聞）

• ローカル・オプティマムとしての就労支援

• 国の労働局の権限を地方で受け入れ、全国
一律ではない、地域密着型・ワンストップ型の
サービスを提供する大阪版ハローワークを提
案するもの。実現すれば、身近な市町村にハ
ローワークのサテライトを設置し、福祉支援と
自立・就労支援の一体的な実施や求職者一
人ひとりへの最適な支援、企業ニーズに応じ
た人材の育成･供給などを実施。（大阪府のた人材の育成 供給などを実施。（大阪府の
ホームページ
http://www.pref.osaka.jp/koho/kaiken/2010
0519f1.html）
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まとめ

• ①戦後社会の生活保障システムの崩壊によ
る求職者の多様化、流動化の結果、就労支
援サ ビスは個別対応 地域密着型のサ援サービスは個別対応、地域密着型のサー
ビスが求められている。

• ②介護の現場を見てみると、その担い手の
多様性に応じた支援の必要性が理解できる
だろう。

• ③ 就労支援に関わる財源は、ナショナル・ミ

ニマムの部門から切り離したローカル･オプテ
ィマムの部門で担当する必要がある。
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